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【改訂】第 1 版（2009-02-06）
【科目】環境生物 I

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】環境都市工学科・3 年次
【担当教員】

青井 透

【授業目標・教育方針】
生物の基本的事項を学習した後、環境浄化に関する微生物や河川に生息する藻類から魚類に至る生態学的な関係を理
解する

【授業概要】
土木工学は、安全を守り生活を便利にする社会の基盤施設の建設・保全におおきな責務があるが、従来はダムや河川
整備に伴う施設の建設により、生物の多様性はともすれば失われる結果となっている。このような弊害をなくすため
には、河川に例をとれば、河川中に生息する生物群を珪藻等の微生物から魚類・鳥類に至る階層間での生物・生態学
的な関係を良く理解する必要がある。分かりやすい具体的な例を示して学習する

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：これでわかる生物 1：文英堂：4-578-01082-1
参考書：有限の生態学：栗原　康：岩波書店：4-00-260194-3
参考書：腸内細菌の話：光岡知足：岩波書店
参考書：ここまでわかったアユの本：高橋勇夫、東健作：築地書店：4-8067-1323-4

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
教室での通常の講義形式

【メッセージ】
基礎的な力を付け、応用例を通して実際の施設との関係を理解して下さい

【成績評価方法】
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%，その他：レポートに代え、小テストを行うこともある

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：環境生物 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 暮しの中の微生物 生活に関連する微生物にはどのようなものがあるか
第 2 回 微生物の観察方法 顕微鏡の使い方、微生物の培養法
第 3 回 微生物の分類と細胞構造 藍藻類、緑藻類、珪藻類、原生動物、後生動物
第 4 回 微生物の成育と環境 温度、酸素、エサ
第 5 回 微生物の代謝と制御 基本的な代謝の条件
第 6 回 微生物の利用技術 1 有用な物質の生産に利用される微生物
第 7 回 微生物の利用技術 2 環境の浄化に貢献する微生物
第 8 回 中間試験
第 9 回 有限の生態学 1 フラスコの中の微生物はどうなるか
第 10 回 有限の生態学 2 牛の胃袋の中の生態系は、共存の関係か
第 11 回 利根川河床の微生物と水質 河床の珪藻・川虫・魚の関係

水質と珪藻種出現の関係
第 12 回 腸内細菌の種類、数 嫌気性菌、好気性菌、バクテリアの数の計測
第 13 回 アユの生態学 群馬県の河川の代表的な魚であるアユの生態を考え

る、良い魚道と悪い魚道
第 14 回 河川状況とアユの生育環境 どうして最近アユが採れなくなったのかを、生態学的

に考察する
第 15 回 まとめと演習
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